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ゲノム医療研究支援機能
2017年4月17日

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構
基盤研究事業部
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○バイオバンクを研究基盤・
連携のハブとして再構築

○AMEDが研究基盤と個別
研究のマッチングや連携の
仲介役に

○データシェアリングの推進

疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト推進について（平成29年度）

●臨床ゲノム情報統合データベース整備事業

●ゲノム創薬基盤推進研究事業
○ゲノム検査の品質・精度確保、ゲノム情報の患者還元、人材育成等の

ゲノム創薬の推進に係る課題解決につながる研究
○ゲノム情報を活用した新規創薬ターゲットの探索及びゲノム創薬基盤

技術の開発に関する研究

目標設定型の先端ゲノム研究開発＜GRIFIN＞
研究プラットフォームを利活用する大規模ゲノム解析を必要とする疾患を対象とした研究等を支援
○糖尿病、循環器疾患等、多くの国民が罹患する一般的な疾患を対象とした研究開発
○疾患予防や治療の最適化に向けた発症予測法の確立 等

●ゲノム医療実現推進プラットフォーム事業 P3GM
実用化研究基礎研究

○各疾患分野において、検体の収集及びゲノム解析、加えて臨床情報を含めた
情報の統合・解析、データストレージの整備、臨床現場への還元

○疾患横断的利活用を目指し、臨床ゲノム情報統合データベース（MGeND）
を整備し、医療現場においてゲノム医療を実装する基盤を構築

環境要因 臨床情報 オミックスデータ
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○基礎ゲノムデータ
○臨床＆ゲノムデータ
（統合データベース）

■データシェアリングの促進

■AMED領域を設定し
研究者に開放

オールジャパンで
Ｎ数を確保

→ クリニカルシークエンスへ

MGeND

AGD：AMED Genome 
group sharing Database

P3GM:  Platform Program Promotion of Genome Medicine
GRIFIN: Advanced Genome Research and Bioinformatics Study to Facilitate

Medical Innovation

MGeND : Medical Genomics Japan
Database
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背景・経緯
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平成27年７月に「ゲノム医療実現推進協議会」において中間とりまとめが行わ
れ、個人のゲノム情報等を用いた医療については、その実現に向けた効果的・
効率的な研究開発の推進や研究環境の整備等について方向性が示された。
上記の「中間とりまとめ」において、ゲノム医療推進に向けた研究開発、人材育
成等におけるAMEDの役割が明示された。
そこでAMEDでは、「ゲノム医療研究推進ワーキンググループ」を設置し、推進
すべき対象疾患の設定や知見の蓄積方法等に関する事項について検討を行
い、平成28年度以降にAMEDで実施されるゲノム医療の実現に向けた各種
事業内容の検討に資することを念頭におき、「ゲノム医療研究推進ワーキンググ
ループ報告書」をとりまとめた。
この中で、AMEDが、研究基盤と個別疾患研究のマッチングや連携の仲介役
を果たすため、国内におけるゲノム医療に関する情報の取扱いやバイオバンク等
の整備の状況等を踏まえ、様々な研究支援を行うことが記述された。
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ゲノム医療研究支援機能体制
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バイオバンク品質・利活用分科会
【概要】 バイオバンクの品質保証と利活用の仕組みを構築し、
研究基盤としてのバイオバンク整備を図る

４回／年

ゲノム情報基盤推進分科会
【概要】ゲノム医療研究に関わる情報関連課題を整理し、
JST-NBDC等の協力を得つつ、データベースから解析環境等
の基盤整備を図る ４回／年

ＥＬＳＩ・情報発信分科会
【概要】最先端のゲノム研究倫理に関する動向を整理し、政
策提言等を通じてゲノム医療研究を促進する

４回／年

① 3大バイオバンク整備支援
（品質・利活用促進）

② 全ゲノム情報等データベース構築

④ バイオバンクの利活用促進
（カタログ、ワンストップサービス）

⑤ スパコン等解析研究設備供用
サービス

③ 情報ポータルサイト構築・運用

⑥ ELSI関連課題解決支援体制の
構築

（研究推進支援）

（研究者と研究基盤の連携促進）

（研究基盤整備）
BBJ
TMM
NCBN

BBJ
TMM
NCBN

NBDC
DDBJ
NBDC
DDBJ

TMM
BBJ
NCBN
岡山大

TMM
BBJ
NCBN
岡山大

TMMTMM

AMED
企画・広報
AMED
企画・広報

AMED
研究公正・
法務部

AMED
研究公正・
法務部

【協力部門】

ゲノム医療研究支援モニタリング・ボード及び各分科会と
支援機能実行部隊による活動の関係

【具体的な支援活動内容】
ゲノム医療研究支援モニタリング・ボード
【概要】 PDを主査とし、関係PS/PO全員と分科会主査・副主査が
集まり、支援機能活動全般の確認や活動への各種アドバイスを行い、
ゲノム医療実現化プロジェクト全体を推進加速する

２回／年
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ゲノム医療研究支援機能活動の内容
（H28年度からの継続）

（研究基盤の整備）
① ３大バイオバンク整備支援（品質・利活用促進）
② 全ゲノム情報等データベース構築

（研究者と研究基盤の連携促進）
③ 情報ポータルサイト構築・運用
④ バイオバンクの利活用促進（カタログ、ワンストップサービス）
⑤ スパコン等解析研究設備供用サービス

（研究推進の支援）
⑥ ELSI関連課題解決支援体制の構築
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①３大バイオバンク整備支援
（品質・利活用促進）
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バイオバンク

バイオバンク品質確保に向けた取組
品質の確保された生体試料を供用できる体制整備、生体試料の品質の標準化の推進を行う。
３大バイオバンクが連携して、臨床現場・研究・産業界の協働・連携に向けた整備を行っていく。
H28年度に、3大バンクが連携してオミックス解析標準化に向けて、試料品質指標の確立を行った。

東北メディカル・メガバンク

NCBN
National Center Biobank Network Biobank Japan

血液メタボロミクス用試料品質指標の提供

血液プロテオミクス用の
試料品質指標の作成と提供

病理組織検体等のゲノム系
解析用プロトコールの作成

相互に試料提供、品質情報提供
または品質評価実施等にて連携

取扱いガイド：5月発行（目標）
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②全ゲノム情報等データベース構築

「制限共有」を実現する公的データベース（H29.2運用開始）
• データマネジメントプランに記載された研究者、及びデータアクセス申請を承

認された研究者間で共有するデータ
• データの共有は原則的に研究者間の合意に基づき行う
• より早い段階からの共有を図り、研究推進を促進

NBDC/DDBJにて、新たな仕組みとして実現
• セキュリティ確保とデータ利活用の柔軟性確保
• 「制限公開データ」への移行を考慮
• 制限共有データ取扱いのガイドライン策定
• 制限公開DBはNBDCヒトデータベースを利用
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情報

データベース名称： AGD（AMED Genome group sharing Database
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※ AGD運用における各機関の役割
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研究者（データ提供者、データ利用者）

AMED
基盤研究
事業部

JST
NBDC

AGD
利用ガイド

実データ
アップロード
ダウンロード

データ提供申請
データ利用申請

基本連携協定

AGDに
関する覚書

ストレージ
サービス提供

（請負契約）AGD

DAC*審査

構築
運用管理

* DAC（Data Access Committee）：NBDCヒトデータ審査委員会

DACシステム

遺伝研
DDBJ

（DDBJ Group Cloud）

情報
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③情報ポータルサイト構築・運用

ゲノム医療研究に関わる公的Webサイト（H29.4公開予定）
• AMEDゲノム医療研究支援機能の活動入口
• 研究者と研究基盤（バイオバンク、情報基盤等々）をつなぐ
• 研究者のための情報発信（指針・ガイドライン、調査レポート等）
• 研究者と研究者をつなぐための仕掛け等、今後追加していく予定
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④バイオバンク利活用促進
（カタログ、ワンストップサービス）

バイオバンクのカタログ（情報ポータルサイトにてH29.4公開予定）
• どこにどんなバイオバンクがあるか
• どのバンクにはどんな試料があるか
• 分譲手続きや窓口

試料の横断検索サービス
（H29.9プロトタイプ開発完了予定）

• 情報ポータルサイトを活用した検索サービス
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情報バイオバンク
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⑤スパコン等解析研究設備供用サービス

電算資産供用サービス（H29.5サービス提供開始予定）
• 東北メディカル・メガバンク（ToMMo）に設置されているスーパーコン

ピュータの計算資源の一部を外部研究者利用分として割り当て、研
究者がデータを持ち込み自由に解析を行えるようにする。

• 解析効率の向上 → 研究費の有効活用（解析件数増等）
• AMED：窓口、利用者の希望調整

ToMMo：テクニカルサポート
利用者：リモート利用（データは郵送等）

サービス実施計画
• H28年度「ゲノム医療実現推進プラットフォーム事業」課題にて試行
• H29年4月「臨床ゲノム統合データベース事業」等にも展開

（実費相当受益者負担とし、料金表を準備中）
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※ELSI :Ethical, Legal and Social Issues

⑥ELSI関連課題解決支援体制の構築
ELSI
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研究倫理に関する情報共有と国民理解の
取組

【ＥＬＳＩ・情報発信分科会】
○ELSIの俯瞰的把握
○事業横断的な発展に資する検討
○バイオバンク、ゲノム情報基盤の共通課題検討
○効果的な情報発信のレビュー

発信

知識の集約化・体系化

ELSIの俯瞰、横断的整理・集約 ELSI取組・先端的ゲノム研究の情報共有

情報提供
方向性等共有

・H28年度公募、10名採択（研究倫理や科学コミュニケーション等の専門研究者）
・コンソーシアムを形成し知識の体系化・融合化を促進

戦略的広報 「伝える」から「伝わる」
国際動向情報アーカイブELSIあり方

戦略的広報 「伝える」から「伝わる」
国際動向情報アーカイブELSIあり方

提言
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